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アドミッション・ポリシー 

 

愛知教育大学は，広域の拠点的役割を果たす教育大学として，人間理解と真理探究に努め，教育が直面する

現代的課題への対応力を有し，子どもたちの未来を拓くことができる豊かな人間性と確かな実践力を身に付け

た専門職業人の養成を使命としています。 

学校教員養成課程では，幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校等の教員として活躍できる専門

的な知識・技能を有し，教育諸課題に適切に対応できる教員の養成を目的としています。 

教育支援専門職養成課程では，心理・社会福祉・教育行政等の専門的な知識・技能を有し，教育活動と子ど

もたちを支援することができる専門職の養成を目的としています。 

そこで，次のような人を求めています。 

 

１ 子どもの成長に関わることに喜びを感じ，将来，教員や専門職として学校教育に携わる強い意欲を持つ人  

２ 確かな基礎学力を有し，関連する幅広い分野の学びに関心を持つ人 

３ 創造力や探究心を持つ人 

４ 多様な考えや価値観を持つ人を認め，自らの考えを表現しながら協働できる人 

５ 学校と地域社会との関わりに関心があり，地域の活動に参加することができる人  

 

（入学者選抜の基本方針） 
 
第２年次編入学試験では，学力検査（400 点満点）として英語・数学・小論文（英語は筆記試験を実施せず，

TOEFL 又は TOEIC(L&R)のスコアを用いる。）と，口述試験（200 点満点）の合計点（600 点満点）により評価

します。なお，教職志望理由書は，参考資料として用います。 

 

◎知識・技能 

学校教員として求められる基本的な資質・能力と実践的指導力の習得に必要な確かな基礎学力を有しているかを，

学力検査及び口述試験で評価します。口述試験の際，成績証明書を資料として用います。 

◎思考力・判断力・表現力 

問題を発見し解決するために求められる思考力・判断力・表現力の基礎が育まれているかを，学力検査及

び口述試験で評価します。 

◎意欲・関心・態度 

学校教員として学校教育に携わる意欲のほか，子どもへの愛情と子どもの成長への関心と情熱，創造力・探究心

を口述試験で評価します。口述試験の際，教職志望理由書を資料として用います。 

◎主体性・協働性 

主体性と協働性を口述試験で評価します。 

 

本学への入学前に学習しておくことが期待される内容 
 

本学では，教員や教育支援専門職の養成にあたり幅広い教養と基礎学力等を身に付けていることを求めてい

ます。そのため，本学に入学するまでに学習しておくことが期待される内容は，以下のとおりです。  

 

① 高等専門学校段階までの教育課程における基礎的・基本的な知識・技能と思考力  

② 自らが専攻しようとする教科等に関わる基本的内容 

③ 上記①②を通して，多面的・多角的にものごとをとらえ，論理的に思考・判断できるように幅広く学びを

深め，探究する態度 

 

なお，将来，学校教育に教員又は教育支援専門職として携わることを望む者として，高等専門学校段階での教

育課程による学びだけでなく，自ら子どもとの交流経験を求めたり，学校教育及び教育に関わる諸問題への関

心を深めたりするための主体的な学びや活動を通して，多様な価値観や考えを持つ人々とコミュニケーションす

る力や，自らの考えを深めてそれを表現する力を身に付けておくことを望みます。 

 

  



 

- 2 - 

 

令和 9 年度 編入学試験日程 
 

 

 

試 験 期 日 

令和 8 年９月 12 日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 願 期 間 

令和 8 年７月 24 日（金）～7 月 30 日（木） 

合 格 発 表 

令和 8 年９月 28 日（月） 

入 学 手 続 

令和８年 10 月 15 日（木）～16 日（金）（予定） 
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１．趣旨 

第２年次編入学試験は，本学における教育研究活動を活性化し，社会的ニーズに応えるために，教職に就くこと

に対する強い関心・意欲を有し，かつ高い専門性を有する高等専門学校卒業生を選抜することを目的とする。  

 

２．募集人員 

 

課 程 ・ 専 攻 ・ 専 修 募 集 人 員 

学

校

教

員

養

成

課

程 

義

務

教

育

専

攻 

I C T 活 用 支 援 専 修 

若干名 

教

科

指

導

系 

算 数 ・ 数 学 専 修 

理 科 専 修 

ものづくり・技術専修 

高 

等 

学 
校 

教 

育 

専 

攻 

教 

科 

学 

習 

開

発

系 
数 学 専 修 

理 科 専 修 

（注） 

各専修の受け入れ数の上限は，７月 14 日（火）以降に本学 Web サイト上で公開します。 

受け入れ数の上限に達した場合は、募集を行わない専修もありますので、必ず本学 Web サイト

にてご確認ください。 
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３．各専修が望む学生像 

アドミッション・ポリシーをふまえ，各専修では，次のような学生の入学を望みます。  

 

学

校

教

員

養

成

課

程

 

義

務

教

育

専

攻

 

ICT 活用支援専修 

ICT や ICT を活用した教育に興味関心があり，物事を論理的に考えることができ，ICT

を使って問題を解決したり物事を効率的に進めることに意欲をもつとともに，将来，情

報モラル育成のための専門的知識や ICT を積極的にかつ有効的に教育に活用できる技術

を身につけたいと考えており，卒業後は，学校で ICT の活用やプログラミングを教えた

り，学校全体の情報化に中心的に貢献することを希望している者を望みます。 

教

科

指

導

系

 

算数・数学

専修 

算数・数学科およびその関連諸学科とそれらの学習を通した児童生徒の知的成長に興

味関心がある者を望みます。また，それらの教育に必要な専門的知識に関心をもち，高等

専門学校で学習する「１変数の微分積分」の素養を前提として，数量的スキルや数学的な

考え方・表現力等を身につけることに意欲的な者を望みます。算数・数学をよりわかりや

すく教えたり，そのおもしろさや有用性を伝えられる教員をめざして，努力しようと志

す者を望みます。 

理科専修 

児童の身のまわりのものや現象に興味関心があり，それらを教材として組み立てるた

めに必要な専門的知識に関心をもつとともに，特に，自然科学に関する客観的思考力や

分析的思考力，合理的にものごとを説明する力などを身につけることに意欲的な者を望

みます。また，自然への敬愛や科学技術の素晴らしさを具体的に分かりやすく教えたり，

その意義や有用性を伝えたりできる教員をめざして，努力しようと志している者を望み

ます。 

ものづくり・

技術専修 

ものづくりが好きで，科学技術や技術教育に関わる諸問題などに興味関心をもち，科

学技術に関する高等専門学校までの基礎的な数理的知識をもって受験することを期待し

ます。入学後は，幅広い工学（木工・金工・電気・機械・情報）および農学の知識と技能

を身につけて，将来教育現場において，これらの能力を生かそうとする者を望みます。 

高

等

学

校

教

育

専

攻

 

教

科

学

習

開

発

系

 

数学専修 

数学や数理科学全般，さらには，それらの学習を通した生徒の知的成長に興味関心が

ある者を望みます。また，それらの教育に必要な専門的知識に関心をもち，高等専門学校

で学習する「１変数の微分積分」の素養を前提として，数量的スキルや数学的な思考力・

表現力等の数理リテラシーを身につけることに意欲的な者を望みます。また，専門分野

を学問ととらえ，高等学校教員にふさわしい学びを深めることに強い意欲をもつ者を望

みます。 

理科専修 

理科や理科を核とした関連諸分野に興味関心があり，それらを教材として組み立てる

ために必要な専門的知識に関心をもつとともに，特に，自然科学に関する客観的思考力

や分析的思考力，合理的にものごとを説明する力などを身につけることに意欲的な者を

望みます。また，専門分野を学問ととらえ，高等学校教員にふさわしい学びを深めること

に強い意欲をもつ者を望みます。 
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○出願にあたっての参考事項 

本学では，卒業要件に含める免許状取得のために必ず履修し単位を修得しなければならない授業があります。卒

業要件に含める免許状やそのために必修となる授業は専攻により異なりますので，専攻を選ぶ際は下記の表を参考

に，慎重に検討して下さい。 

 

・取得できる免許一覧 

専 攻 卒業要件に含める免許状

※2 

取得を優先して薦める免許状 所定の科目履修で可能とする免許状 

義務教育専攻 

ICT 活用支援専修 

・小学校教諭 1 種免許状 ・中学校教諭 2 種免許状 

(選択教科) 

・特別支援学校教諭 2 種免許状※1 

 

・中学校教諭 1 種免許状 

(中学校教諭 2 種の教科と同じ) 

・高等学校教諭 1 種免許状(情報)※1 

・幼稚園教諭 2 種免許状※1 

義務教育専攻 

算数・数学専修 

理科専修 

ものづくり・技術専修 

・小学校教諭 1 種免許状 

・中学校教諭 2 種免許状 

(専修対応教科) 

 

・中学校教諭 1 種免許状 

(中学校教諭 2種の教科と同じ) 

 

・高等学校 1 種免許状 

(専修対応教科：ものづくり・技術

専修は「工業」) 

・幼稚園教諭 2 種免許状※1 

・特別支援学校教諭 2 種免許状※1 

高等学校教育専攻 

数学専修 

理科専修 

・高等学校教諭 1 種免許状 

(専修対応教科) 

・中学校教諭 1 種免許状 

(専修対応教科) 

・特別支援学校教諭 2 種免許状※1 

・高等学校教諭 1 種免許状(情報)※1 

 

※1 いずれか一つを選択し取得を目指すことが可能です。 

※2 参考：卒業要件に含める免許状を取得するために必修となる主な授業科目や単位の例（専攻・専修によって詳細は異なりま

すが，以下の科目や単位数は，卒業に当たって必ず履修することになります。中２種，高１種の中等教科内容科目についての

み，一部高等専門学校で修得した科目を単位認定できる場合があります。） 

〇小学校教諭１種免許状の場合 

初等教科内容科目：10 科目 10 単位，初等教科教育法科目：10 科目 20 単位，教職教養科目・教育科目：13 科目 23 単位 

※この他，小学校での３週間の教育実習などがあります 

〇中学校教諭２種免許状の場合 

中等教科内容科目：８～12 科目 12 単位（教科によって科目数は異なる。），中等教科教育法科目：１科目２単位，教職教養

科目・教育科目：13 科目 23 単位（小１種と共通） 

※この他，中学校での２週間の教育実習などがあります。また，中学校教諭１種免許状を取得する場合，これ以外に修得が必

要な科目及び単位数があります。 

〇高等学校教諭１種免許状の場合 

中等教科内容科目：12 科目 20 単位，中等教科教育法科目：４科目８単位，教職教養科目・教育科目：13 科目 23 単位  

※この他，中学校・高等学校での３週間の教育実習などがあります。 
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４．出願資格 

第２年次編入学試験に出願できる者は，高等専門学校を卒業した者及び令和 9 年３月卒業見込みの者とします。 

 

５．編入学の時期及び年次，在学期間等 

編入学の時期は令和 9 年４月とし，第２年次に編入されるものとします。 

本学教育学部の修業年限（４年）のうち，１年間をすでに在学したものとして通算するので，編入学後の標準修

業年限は３年となります。ただし，入学後の履修計画等によっては，卒業に３年間を超える期間の在学を必要とす

る場合があります。 

なお，編入学した学生の在学期間は，編入後７年を超えることはできません。 
 

６．出願期間 
 

令和８年 7 月 24 日（金）から７月 30 日（木） 17 時 まで 

 

出願書類の提出は郵送（簡易書留速達）に限ります。７月 30 日（木）17 時までに入試課に必着となるよう送付する

こと。出願期間を過ぎた場合には受理しませんので，郵便事情を考慮し，早めに郵送してください。ただし，7 月 28 日

（火）付までの郵便局受付印がある「簡易書留速達」に限り，出願期間後に到着したものでも受理します。 

 

７．出願手続 

本学入試情報特設Web サイトから「募集要項」をダウンロードし，出願資格・入学者選抜方法・出願期間等を確認してく

ださい。 

角形２号の封筒の表に必要事項を記入した送付票を貼り付け，次の出願書類を一括して簡易書留郵便で送付し

てください。 

 

(1) 出願書類の準備 

下記のア，イの書類を出願期間内に提出してください。受理した出願書類は返還しません。  

 所定様式は本学 Web サイトに掲載しているものをダウンロードし使用してください。 

 https://www.aichi-edu.ac.jp/exam/faculty/info/transfer/index.html 

 

ア．本人が記入し，提出するもの 

提 出 書 類 等 記 入 者 摘 要 

1 
入学志願票・ 

受験票 
出 願 者 

【本学所定様式〈様式 1〉】 

必要事項をもれなく記入してください。志願票及び受験票の

所定枠に同一の顔写真を貼り付けてください。 

https://www.aichi-edu.ac.jp/exam/faculty/info/transfer/index.html
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2 教職志望理由書 出 願 者 

【本学所定様式〈様式 2〉】 

本学で教職を目指す理由を 600 字以内で記入してください。 

生成系 AI（ChatGPT 等）が生成した文章をそのまま又は一

部修正して提出することは不正行為になります。志望理由等

については，皆さん自身の考えで作成してください。 

3 宛名票 出 願 者 
【本学所定様式〈様式 3〉】 

必要事項をもれなく記入してください。 

4 送付票 出 願 者 

【本学所定様式〈様式 4〉】 

カラー印刷してください。必要事項をもれなく記入し，出願

書類一式を封入した封筒に貼り付けてください。 

4 受験票返信用封筒 出 願 者 

長形３号の封筒を用意し，郵便番号・住所・氏名を明記し，

410 円分（定形郵便物送料＋速達料金）の切手を貼ってくだ

さい。ただし，送料の改正等で不足が生じた場合は，不足分

受取人払いで送付します。 

5 
入学検定料受付証明書 

貼付票・写真票 
出 願 者 

【本学所定様式〈様式 5〉】 

 必要事項を記載し，出願期間最終日までに検定料を払い込

み，切り離さずに提出すること。 

 写真票の所定枠には志願票及び受験票と同一の顔写真を貼

り付けてください。 

 

※入学検定料の払込についてゆうちょ銀行又は郵便局に用意

してある「払込取扱票」「振替払込請求書兼受領証」に必要

事項を記入し，ゆうちょ銀行及び郵便局の窓口に現金を添え

て払い込み，検定料（30,000 円）を払い込んだことを証明す

る「振替払込請求書兼受領証」（日附印があるもの）を「入

学検定料受付証明書貼付票」の所定の欄に貼り付けて出願書

類と一緒に提出してください。必要に応じて，「振替払込請

求書兼受領証」コピーを手元に保管してください。 

 

※大規模な災害により災害救助法適用地域において被災又は避難されている学資負担者又は志願者は，入学検

定料が免除になることがありますので，入学検定料を支払う前の出願開始日１週間前までに本学入試情報特

設 Web サイト「入学検定料の免除について」（https://www.aichi-edu.ac.jp/exam/student-

life/support.html）を確認の上，申請してください。 

 

 

 

 

 

https://www.aichi-edu.ac.jp/exam/student-life/support.html
https://www.aichi-edu.ac.jp/exam/student-life/support.html
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イ．所属する高等専門学校及び出願者が準備する書類 

提 出 書 類 等 記 入 者 摘 要 

6 卒業（見込）証明書 学 校 長 原本に限ります。 

7 成 績 証 明 書 学 校 長 

原本に限ります。出身学校の校長が作成し，厳封されたものを提出し

てください。ただし，複写防止用紙で作成された成績証明書（成績は

見込みを含む）は厳封の必要はありません。 

8 

英語の成績認定 

証明書 

 

 

【対象となるテスト】 

・TOEFL-iBT テスト 

・TOEFL-ITP テスト 

・TOEIC L&R テスト 

・TOEIC L&R IP テスト 

- 

本入学試験実施日から過去５年以内に実施した，対象となるテス

トのスコア証明書を提出してください。 

ただし，オンライン受験によるスコアは認められません。 

※デジタル公式認定証以外の提出は原本に限ります。デジタル公式

認定証での提出は，出願期間中に本学へのスコア提出が必要になり

ます。 

 

【デジタル公式認定証を使用する場合】 

１．TOEIC 申込サイト 

（https://ms.toeic.or.jp/Usr/Pages/Entry/Login.aspx）より， 

スコアを提出してください。 

申請コード ： 00034501 

名 称 ： 愛知教育大学入試課 

・手続き詳細 

https://www.iibc-global.org/toeic/test/lr/guide04/score2.html 

２．本学でオンライン上のスコアデータを確認することができ 

た時点で，スコアの受理となります。 

３．出願書類を提出する際，「デジタル公式認定証（TOEIC 申 

込サイトよりダウンロード可能な PDF）」を印刷し，出願書類 

と合わせて出願期日までに提出してください。 

【デジタル公式認定証が発行できない場合】 

公式認定証（原本）を提出してください。 

 

TOEFL-iBT テストの Test Taker Score Report 又は Examinee 

Score Report (受験者用控えスコア） 

TOEFL-ITP テストの Test Taker Score Report 又は Examinee 

Score Report (受験者用控えスコア） 

TOEIC Listening & Reading テ ス ト の Official Score 

Certificate(公式認定証またはデジタル公式認定証)  

TOEIC Listening & Reading IP テストのスコアレポート 

 

 

https://ms.toeic.or.jp/Usr/Pages/Entry/Login.aspx
https://www.iibc-global.org/toeic/test/lr/guide04/score2.html
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(2) 出願書類等の提出 

ア 出願書類等の提出は郵送に限ります。 

出願書類等はカラー印刷した送付票を市販の角形２号封筒の表面に貼り付け，一括して封入し，

簡易書留速達で郵送してください。 

イ 出願書類等は出願期間内【令和 8 年７月 30 日（木）まで】に到着するよう注意してください。 

ウ 提出先  〒448-8542 愛知県刈谷市井ケ谷町広沢１ 愛知教育大学 入試課 

 

(3) 出願にあたっての留意事項 

ア 出願書類に虚偽の記入をした者に対しては，入学後でも入学を取り消すことがあります。 

イ 出願書類等のうち，一つでも不備がある場合は願書を受理しませんので，郵送する前に，すべての書        

類等がそろっているか必ず確認してください。 

ウ 検定料の支払い後は，志望内容の変更には一切応じません。 

また，払い込まれた検定料は次の場合を除き返還しません。 

① 出願書類を提出しなかった場合(返還額：振込手数料を差引いた額) 

② 検定料を誤って二重に払い込んだ場合(返還額：振込手数料を差引いた額) 

③ 出願書類等に不備があり，受理されなかった場合(返還額：振込手数料を差引いた額) 

 

＊検定料の返還請求方法 

志願者の申し出により返還しますので，（ア），（イ）の書類を郵送してください。 

（令和８年９月 11 日（金）まで） 

（ア）入学検定料の支払いを証明する書類（領収書等） 

（イ）「入学検定料返還請求書」（便せん等に次の 1～7 を明記してください。） 

1 返還請求の理由 

2 試験区分（編入学） 

3 氏名（フリガナ） 

4 現住所 

5 連絡先電話番号 

6 返還請求額（30,000 円） 

7 返還金振込先 

1)金融機関名（可能な限り，郵便局・ゆうちょ銀行以外の金融機関） 

2)支店名   3)預金種別(当座・普通)   4)口座番号 

5)口座名義人（フリガナ） 6)口座名義人が志願者と異なる場合は，志願者との続柄 

 

郵送先  〒448-8542 愛知県刈谷市井ケ谷町広沢１ 愛知教育大学入試課 TEL0566-26-2202 

返還時期は，令和８年 10 月末(請求時期により異なります)までを予定しております。 

 

 

■入学試験に関する問い合わせ          愛知教育大学入試課学部入試係 TEL  0566-26-2202 

 

８．受験票及び受験案内の発送 

受験票及び受験案内は，受験票返信用封筒に入れて令和８年９月４日（金）頃に発送しますので，試験当日に持

参してください。 

また，受験上の注意事項（集合時間や場所等）に関する「受験案内」を必ず確認してください。 
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９．入学者選抜方法 

(1) 選抜は，学力検査 400 点と口述試験 200 点の計 600 点で行います。 配点，出題範囲は以下のとおりです。 

(2) 最低基準点は，学力検査，口述試験のそれぞれ 50％とし，これに満たない場合は不合格とします。 

(3) (2)で不合格となった者を除き，総得点の高得点順位の者から合格者とします。 

(4) 英語は学力検査を実施せず，TOEFL 又は TOEIC(L&R)のスコアで評価します。(５年以内のスコアを対象

とし，TOEFL ITP，TOEIC(L&R) IP のスコアも可とします。ただし，オンライン受験によるスコアは不可。） 
 

ア 学力検査等の配点 

課 程 ・ 専 攻 ・ 専 修 

配         点 

学力検査 
口述試験 計 

英語 数学 小論文 

学 

校 

教 

員 

養 

成 

課 

程 

義
務
教
育
専
攻 

ICT 活用支援専修 

100 200 100 200 600 

教
科
指
導
系 

算数・数学専修 

理 科 専 修 

ものづくり・技術専修 

高
等
学
校 

教
育
専
攻 

教
科
学
習 

開

発

系 

数 学 専 修 

理 科 専 修 

イ 出題範囲 

(ｱ) 数学の出題範囲は，以下のとおりです。 

・微分積分 １.微分 ２.積分 ３.関数の展開 ４.偏微分(２変数)  

 ５.重積分(２変数）       （微分方程式は範囲としない） 

・線形代数 １.ベクトル ２.行列と行列式 ３.線形変換 

 ４.固有値とその応用      （ベクトル空間は範囲としない） 

(ｲ) 小論文は，全専修で共通の問題を課します。 

(ｳ) 口述試験は，複数の教員により集団で行い，教科に関する内容及び教職への意欲・適性などを総合

的に判断します。 
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(5) 試験日程は次のとおりです。 
 

試 験 期 日 令和８年９月 12 日（土）  

試験時間 

数学 ９時３０分～１１時００分 

小論文 １１時３０分～１２時３０分 

口述試験 １３時１５分～ 

試 験 場 愛知教育大学 

 

※試験の実施場所等については，受験案内により別途通知します。  

 

10．障害のある入学志願者との事前相談 

本学に入学を志願する者で，受験上及び修学上の配慮を必要とする志願者もしくは不安を感じる志願者は，相談

締切日までに必ず本学と相談してください。本学において志願者又はその立場を代弁し得る出身学校関係者等との

面談を行います。 

相談内容によっては，対応に時間を要することもありますので出願前の早い時期に申し出てください。この事前

相談により，合否判定の際に不利になることはありません。 

 

(1)相談締切日  令和 8 年７月 17 日（金） 

(2)相談申込み方法 

「入学試験受験上の配慮申請書」により申込みしてください。 

（本学指定様式によるものとします。様式については，下記問い合わせ先に連絡の上，請求してください。） 

(3)提出書類 

ア 入学試験受験上の配慮申請書（本学指定様式） 

イ 医師の診断書（コピー可） 

(4)問い合わせ先 

愛知教育大学 入試課（TEL 0566-26-2202） 

 

11．合格者発表 

(1) 合格発表は，令和８年９月 28 日（月）に合格通知書等及び入学手続関係書類を郵便により送付します。 

また，合格者の受験番号を当日 10:00 以降，本学入試情報特設 Web サイトに掲載します。 

（本学 Web サイト：https://www.aichi-edu.ac.jp/exam/） 

Web サイトでの発表は参考として閲覧のうえ，郵送による合格通知書で確認してください。 

(2) 電話その他による合否の照会には一切応じません。 

  

https://www.aichi-edu.ac.jp/exam/
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12．入学手続 

入学手続の詳細は，合格者にご案内する「入学手続要項」をご覧ください。 
 
(1)手続日（予定） 

手続日（予定） 

令和８年 10 月 15 日（木） 

令和８年 10 月 16 日（金） 

 
 
(2)入学料等納入金 

入 学 料 282,000 円 

入学時諸費用 *1  53,620 円 

前期分授業料 267,900 円 

後期分授業料 267,900 円 

 

入学料及び入学時諸費用については，入学手続時までに必ず納入していただきます。また，授業料の納入につい

ては，４月以降に行っていただきますので，その納入方法は合格者のみにご案内する「入学手続要項」において指

示します（入学時及び在学中に納入金の改定が行われた場合には，改定時から新入学料，新入学時諸費用及び新授

業料を適用します）。 

*1 入学時諸費用は，通学中や教育実習などの活動中の事故等に係る保険料（３年間分），教育研究経費，大学

行事，就職，課外活動及び福利厚生への支援など様々な学生支援事業のための費用で，入学時のみの費用です。 

 

また，本学では，すべての学部学生に「教材用パソコン（インターネットに接続できるノートパソコン）」を用

意していただくことになっていますのでご承知おきください。教材用パソコンの詳細については入学手続後にお知

らせします。（本学生協で教材用パソコンに適したものを販売していますが，仕様を満たすものであれば，他の市

販のパソコンや既存のパソコンをお持ちいただくことも出来ます。） 

 

○納入方法 

入学料及び入学時諸費用については，合格者の方にご案内する入学手続要項に従って納入してください。 

 

 
(3)留意事項 

ア 入学手続完了者で高等専門学校を卒業できない場合は，入学許可を取り消します。 

イ 入学手続完了後に本学への入学を辞退する場合，納入済の入学料はいかなる理由があっても返還いた
しません。 

ウ 免除又は徴収猶予申請者が入学手続き完了（免除等申請）後に入学を辞退した場合は，「免除等申請
を辞退」したものとなりますので，直ちに入学料を納入していただきます。 

エ 入学料・授業料の免除及び経済的支援については下記の愛知教育大学 Web サイトを参照してくださ
い。 

 https://www.aichi-edu.ac.jp/campus/support/menjo_nyugaku.html 
 

入学手続に関するお問い合わせ先 学生支援課    TEL 0566-26-2173 

 

  

https://www.aichi-edu.ac.jp/campus/support/menjo_nyugaku.html
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13．卒業及び教育職員免許状取得までの履修に関する留意事項 

入学後は，原則として 3 年間で卒業要件を満たすよう履修していきますが，入学前に高等専門学校において修

得した単位の一部を，大学で修得した単位として認定する制度があり，大学において審査の上で認定された単位

を除く分を履修します。 

単位の認定に当たっては，成績表又は単位修得証明書等（高等専門学校における修得科目及び修得見込み科目

が分かるもの）を提出いただく必要がありますので，入学手続の際等に別途連絡します。 

なお，認定状況は，高等専門学校での所属学科や本学での所属専修等に応じて個人差があり，場合によって

は，３年間で卒業要件や教員免許状の取得要件を満たすことが難しい場合もあることを御承知おきください。 

 

14．免許教科の決定について 

ICT 活用支援専修の志願者対象 

・免許教科について 

義務教育専攻 ICT 活用支援専修においては，１科目の中学校教員免許状（二種もしくは一種）を取得すること

ができます。この教科を「免許教科」と呼び，入学前に希望教科を選択していただく必要があります。 

なお，免許教科は，入学手続時に行う意向調査に基づき，大学が決定します。できる限り希望に添うように各

教科への割り振りを行いますが，特定の教科に希望が集中することなどにより，必ずしも第１希望の教科を履修

できない場合も考えられることをご承知おきください。 

また，免許教科の決定後は，いかなる理由があっても，変更は一切認められません。 

決定した免許教科の専門教育科目の授業では，当該教科について知識や能力の高い該当専修の学生とともに学

ぶことになることから，以下に，各免許教科に関する学修に当たっての要望やアドバイスを提示しますので，入

学手続時の意向調査の際には，慎重に免許教科を選択することを求めます。 
 

 免許教科 

 

 

専修 

数 

学 

理 

科 

技 

術 

I C T 活 用 支 援 専 修 〇 〇 〇 

 

（参考・教科を選択するに当たっての留意点） 

 
教科を選択するに当たっての要望・アドバイス（例：高等学校などにおいて身に付けておくことが望

ましい素養や，こうしたレベルの学修が求められるといった目安など。） 

数学 

数学専攻科目の授業は「数学 I, II, III, A, B」を履修済みであることを前提に行われます。それらの科

目の未履修者に対する補習授業は行っていませんので，未履修の人は自学自習の必要があります。 

例えば， 「数学 III」を未履修の人は，大学の授業とは別に 175 時間（注）を目安とする自学自習が

望まれます。 

（注）「数学 III」は 5 単位の科目で，１ 単位あたり 35 単位時間の学習時間量が必要であることが

学習指導要領に示されています。 

理科 
自然科学に幅広く関心を持ち，自然科学のどの分野の学習に対しても粘り強く取り組んでください。

また，高等学校の理科教科書の章末問題を解くなど，入学前にしっかりと復習をしておいてください。 

技術 
ものづくりと技術に関わる木工・金工・栽培・機械・電気・情報の各分野に広く関心を持ち，実習を

含め根気よく意欲的に学びに取り組むこと。  
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15．学生寮への入寮について 

学生寮への入寮を希望する者は，合格者にご案内する入学手続要項を確認の上，申込みを行ってください。 

学生寮についての詳細は，下記の愛知教育大学 Web サイトを参照してください。 

https://www.aichi-edu.ac.jp/campus/support/dormitory.html 

 

学生寮に関するお問い合わせ先 学生支援課 学生寮担当 TEL0566-26-2187 

 

16．教育・学習データ利活用について   

本学では，「国立大学法人愛知教育大学教育・学習データ利活用ポリシー」を定め，日々の教育や学習に関す

るデータを取得し，そのデータを安全な方法で保持・分析を行い，客観的データに基づいて教育改善や学生等の

学習支援を図るとともに，データ利活用から得られた成果を公開し，広く社会に還元することに取り組んでいま

す。 

入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は，入学後，教育・学習データとして取り扱います。 

【参考】「愛知教育大学教育・学習データ利活用ポリシー」 

 https://kitei.aichi-edu.ac.jp/doc/auekitei/print/708.html 

 

17．個人情報の取り扱いについて 

①  本学が保有する個人情報は，「個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）」等の法令を遵守す

るとともに，「国立大学法人愛知教育大学個人情報保護規程」等本学の関係規定に基づき厳密に取り扱い，個

人情報保護に万全を期しています。 

②  本学では，出願時に提出された個人情報（住所・氏名・生年月日等）及び入学試験成績情報は，入学者選抜

に関する業務，入学後の奨学制度申請，修学支援業務及びこれらに付随する業務並びに「愛知教育大学教育・

学習データ利活用ポリシー」に基づくデータに利用します 

③  国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため，氏名及び大学入学共通テス

トの受験番号に限って独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に合否及び入学手続等に関する

情報を提供します。 

 【参考】「国立大学法人愛知教育大学個人情報保護規程」 

  https://kitei.aichi-edu.ac.jp/doc/auekitei/print/82.html 

 

18．安全保障輸出管理について   

本学では，「外国為替及び外国貿易法」に基づき，「愛知教育大学安全保障輸出管理規程」を定め，外国人留学

生の受入れに際し，厳格な審査を実施しています。 

規制事項に該当する場合は，希望する教育が受けられない場合や研究ができない場合がありますので，注意して

ください。 

【参考】「愛知教育大学安全保障輸出管理規程」 

愛知教育大学規程集  https://kitei.aichi-edu.ac.jp/doc/auekitei/index.html より 

第１０章  研究連携・研究支援＞国立大学法人愛知教育大学安全保障輸出管理規程 

経済産業省「安全保障貿易管理」  https://www.meti.go.jp/policy/anpo/ 

 

 

19．「こども性暴力防止法」に関する対応について   

令和８年１２月２５日から，「こども性暴力防止法（学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童対象性

暴力等の防止等のための措置に関する法律）」がスタートし，１８歳未満の児童等に対して教育・保育などを行う

学校，保育所，学習塾などの事業者には，性暴力を防ぐための取組が求められています。 

https://www.aichi-edu.ac.jp/campus/support/dormitory.html
https://kitei.aichi-edu.ac.jp/doc/auekitei/print/708.html
https://kitei.aichi-edu.ac.jp/doc/auekitei/print/82.html
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大学における教育においても，教育実習，学校体験活動といった授業やクラブ・サークル，ボランティアといっ

た課外活動など，学生がこどもと接する活動（以下｢実習等｣という。）の機会が数多くある本学にとって，児童等

への性暴力防止の推進は務めであります。本学は，同法の趣旨にのっとり，関係の事業者と連携の上，適正に対応

してまいります。 

このとき，同法の取組として，実習等の活動先となる学校等の事業者から実習等参加学生に，特定性犯罪前科の

確認を求められる可能性もあるところ，犯罪事実が確認されれば，必修科目の授業はもとより種々の実習等を行う

ことはできなくなり，教育職員免許状等の資格取得や卒業・修了に影響する可能性が生じますので，これらのこと

について，入学時に「同意書」を提出いただくこととしています。 

 

【参考】「愛知教育大学における「こども性暴力防止法」に関する対応について」 

 https://www.aichi-edu.ac.jp/intro/files/r7kodomoseibouryoku.pdf 

https://www.aichi-edu.ac.jp/intro/files/r7kodomoseibouryoku.pdf

